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《巻頭言》
会長就任の挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本比較文化学会　会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内　信幸
このたび、2012年６月に第34回日本比較文化学会全国大会の総会におきまして、引き続き会長に選出されました山内信幸です。３期目となりますが、どうかよろしくお願い申し上げます。
本学会の前身は、1979年に故芳賀馨先生を中心とした30名ほどの会員が集まって、小規模ながらも学際的な学会を企図して立ち上げられた「東北比較文化学会」に遡ります。昨年には新しく中部支部の発足を見て、現在は、全国に６支部を有する、会員数500名を超える「日本比較文化学会」として、国際的な展開を目指す学会に成長いたしました。そもそも異なった専門領域を有する研究者が集い、横断的に展開してきた「比較文化研究」ではありましたが、最近では、本学会の存在意義についての学界の認識も大いに深まり、その進展がますます期待される学問領域と見なされるようになりました。本学会が、これからの時代を見据えた活力のある、そして豊かな将来性をもつ学会となるよう、微力ながら全力を尽くす所存です。

前会長であり、現在名誉会長を務められている太田敬雄先生が３年間のご在任中に蒔いてくださった新しい学会としての「種」をいかに大きく育てていくかが、私の過去２期にわたる任期中の課題と受け止め、①学会運営のさらなる円滑化と効率化、②財政基盤の安定化、③研究活動の国際化、④外部資金の積極的な獲得方策の確立などについて、種々の取組を進めてまいりました。今年度からは、本部事務業務の一部を外部業者に委託し、学会業務の負担減とともに、平準化も進めていきたいと考えております。幸いにも、副会長をはじめとした本部役員の皆様方にも可能な限りご留任いただき、引き続き、ご協力をお願いすることにいたしました。

今後、会員の皆様のご理解とご協力を得ながら、日本比較文化学会が会員一人ひとりにとって、有意義な交流と活動の場となるように努力してまいります。学会員の皆様方のお力添えを切にお願いして、会長再任のご挨拶とさせていただきます。
《第34回大会報告》

2012年度全国大会を振り返って

第34回大会準備委員長　奥村 訓代
今回の大会は、中四国支部担当ということで、次の２点を目標に年次大会開催を計画しました。１）年々海外からの参加者も増えており、出来るだけアクセスの良いところでの開催、２）中・四国支部の、特に中国地域の会員拡大、これらを意図し岡山での開催となりました。

　しかし、予期せぬ事情により当初の予定会場から急遽、岡山市立中央公民館に変更となり、諸連絡が遅くなり、会長始め関係各位には、多大なご迷惑をお掛けいたしました事、この場を借りて、最初にお詫び申しあげます。
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　心配された学会でしたが、台湾および韓国の協定学会会員のみならず、日本で研究中の多くの外国人の先生方にもご発表いただき、内容のバリエーションと国際性とに富んだ学会となりました。

　参加者は、100名程度と少し少なかったかと思われますが、懇親会は45名以上の参加があり、研究会に勝るとも劣らない交流が出来ましたこと、この場を借りてお礼申しあげます。

　反省としては、貸し会場であるということで、各種機材等を持参し本番に備えましたが、一部ＰＣ機種やＰ・Ｐバージョンが異なるという理由から、動作に不都合を来たし、大変ご迷惑をお掛けいたしました。今後、この様な不手際の無いように心掛けると同時の、口頭発表者の皆様には、念のためご自分のコンピュータをご持参頂きます様、お願いするべきだと感じております。また、全国大会であり、海外からのご参加も多いということを考慮し、2日に渡る大会としました。今回の失敗の数々やアイデアの一端が、次回からの大会の糧になれば幸いです。

《新役員》

副会長就任の挨拶
副会長（国際交流担当）　八尋　春海
８月も終わりにさしかかり、オリンピックや高校野球も終了しました。と言っても、私はそのようなものを放映している番組があまり好きではないので、自らの意思で見ることはありませんでした。番組以前に、このようなイベントを通しての熱狂は、耐えられません。愛国心、郷土愛、母校愛で盛り上がってストレスを発散しているようにも見えます。もちろん、他の国、他の県で盛り上がる人々を見ても、しらけてしまいます。そんな金とエネルギーは全部、東北をはじめ世界中で苦しんでいる人々のところに投入してほしいと本気で思っています。

オリンピック終了後は、ナショナリズムが高まった余波で領土問題も噴出してきました。オリンピックの時の世界中のバカ騒ぎを見て、何となくそのようなことが起きるのは予想ができていましたが、ここまで大きな問題になるとは思っていませんでした。

前防衛大学校長である五百旗頭真（いおきべ・まこと）氏が、『朝日新聞』紙上で、領土問題の解決に向けた方法としての「対話」を訴えておられました。学識及び実務経験豊富な氏は、その深い洞察により確かに現実的な方法を示唆されていました。「多文化間の理解と交流に資する」日本比較文化学会も、この分野において学識経験豊富な会員を擁しています。今こそ出番です。

学識経験が豊富ではない私には出る幕はありませんが、国際交流という機会を通して、ほんのわずかでも貢献できればと思っております。

これが掲載される時には、過去の話になっていることを祈っています。
副会長（研究企画担当）　 奥村　訓代
大変大切な役職を頂き、光栄に感じると同時に、とても責任を感じています。しかし、研究担当として以下のことの具現化を考えています。

１）各研究部会を中心としたグループによる、科研等への応募に関する情報提供の充実

２）学会発表（全国大会における成果発表）と科研応募を前提とした、ワーキンググループへの研究会助成経費の実現

３）全国大会の国際化（国際学会開催に向けての諸準備と整備）

　皆様のご協力とご理解、積極的なご参加を頂き、最終的には学会発展に役立てばと願っています。どうぞ、宜しくお願いします。

副会長（会務全般担当）　北林　利治
副会長を仰せつかりました北林です。私が初めて日本比較文化学会の大会に出席したのは、1986年に青森大学で開催された第８回全国大会でした。もう25年以上前のことです。学会のサイトに掲載されているこれまでの『会報』を読んでいきますと、自分自身と関連づけながらこの間の出来事がよみがえります。
最近はよく学生の〈内向き〉姿勢が話題になりますが、日々接する学生さんを見ていますと、比較文化的視点にはたいへん関心を示してくれます。そういった若い研究者たちの情熱をしっかりと受けとめていくのも、この学会の責任であり、またよいところだと思います。日本比較文化学会は、これまで、既存の学問領域から多くを学び、そして、それをいわば統合する視点をもって、比較文化学を構築しようとしてきました。比較文化学の学問分野としての確立が徐々になされていくにしたがって、比較文化学から、既存の分野に発信をすることもこの学会の責任だと思います。
多文化間の理解と学術的交流を目的とする日本比較文化学会の役割は社会的にもますます大きなものになるでしょう。会務全般にわたって山内会長を支えていく所存ですので、会員の諸先生方、どうぞよろしくお願いいたします。
《編集委員会報告》

新たな出発を迎えて―101号以降の試みに期待！！―
編集委員長　野口 周一

　今回のご報告は、「第２回日本比較文化学会奨励賞」に山根祥子氏（九州大学大学院）が受賞されたこと、100号記念号を東北支部編集委員・佐藤静先生のご尽力で発行できたことに集約されると思います。

　奨励賞につきましては、フレッシュな山根氏となりましたが、選考の過程で「貢献性」という点で多少の議論がありました。比較文化学構築への寄与という点は問題ないとして、本学会への貢献性については今後の課題であろうと思います。先輩諸氏の温かいお導きが必要であると思われる所以です。一般的には学会の弊風として年功序列による権威主義があげられると思いますが、本学会はそのようなことは無縁であると確信しております。

　次に、100号記念号に掲載の「日本比較文化学会史〔稿〕」を熟読玩味していただきたいと希望いたします。100号に到る過程には、芳賀馨・太田敬雄両先生を始めとする先学が幾多の困難を乗り越え、現会長の山内信幸氏も激務の中を強靭な精神力で邁進されております。その労苦を顧みずして、今後の発展など有り得ません。本委員会からは、研究部会の活性化を当面の課題として提言していく所存であります。

　折しも、山内会長は「旧きを懐かしみ、新しきを畏れる」と述べられました（「会長　巻頭言」『会報』第42号、2011年）。そのためにも、100号を閲した歩みを十分に咀嚼し、新たな扉を開く努力が求められていると思われます。
《総会報告》

事務局長　長谷部 陽一郎

2012年６月９日（土）、第34回全国大会の会場となった岡山市立中央公民館４階第５ホールにおいて、総会が開催されました。はじめに前日８日の夕刻に開催された理事会の議を受け、2011年度事業報告、2011年度決算報告および監査報告が行われ承認されました（下記の決算表を参照してください）。続いて2012年度事業計画について、引き続き「研究活動の国際化」や「外部資金の積極的な獲得方策の確立」に努めていくこと等が報告され、2012年度の予算についても承認されました（下記の予算表を参照してください）。
　また、会長の改選にあたり、理事会の総意として山内信幸会長の再選が提案され、総会においても承認されました。役員に関する次の人事案も承認されています（以下敬称略）。
　副会長：
奥村訓代（研究企画担当）、八尋春海（国際交流担当）、北林利治（会務全般担当）
　理　事：
佐藤和博、近藤俊明、岡本武昭、佐藤静、野口周一、藤岡克則、市川郢康、佐藤豊、鈴井宣行、丸橋良雄、山下明昭、山崎祐一、長谷部陽一郎、金志佳代子
　監　事： 高橋強、玉井史絵
なお、事務局、委員会、部会の詳細については、学会ウェブサイトをご覧ください。
　その他、第35回全国大会が関西支部の所管で2013年６月に同志社大学にて開催されることが報告承認されました。シンポジウムの題目としては「『比較文化学』はどのように教えられているか？―現状と展望―（案）」が予定されています。また、会計事務局の正式な所在地を業務委託先である「あゆみコーポレーション」の住所に変更することについて報告があり、これについても了承されました。
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　加えて今回の総会では日本比較文化学会奨励賞の授与式が行われました。山内会長より受賞者山根祥子氏（九州大学大学院比較社会文化学府博士課程）の紹介と賞状の授与、山根氏から受賞の挨拶があり、会場は拍手に包まれました。
《2011年度決算・2012年度予算報告》

　
[image: image1.emf]科　　　　目 2011年度予算2011年度決算

Ｉ　収入の部

１、資産運用収入

　　　利子 2,000 623

２、会費収入

　　　一般会員 2,075,000 1,938,000

　　　賛助会員 20,000 20,000

３、事業収入

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000 0

４、寄付収入

　　　寄付収入 0 0

５、その他 0 350,000

　　当期収入合計（A） 2,107,000 2,308,623

ＩＩ　支出の部

１、大会開催関連費

　　第33回大会費 300,000 300,000

　　第33回大会・海外会員補助 50,000 50,000

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費 50,000 60,000

３、『研究』発行費

　　　編集補助費 550,000 517,400

　　　発送費 360,000 398,162

４、会員活動補助費

　　若手研究者海外渡航費補助 150,000 0

５、提携学会交流費 100,000 58,490

６、管理費

　　　事務局費 35,000 9,994

　　　交通費 50,000 18,400

　　　通信費 20,000 1,480

　　　事務費 30,000 30,000

　　　会議費 200,000 6,170

　　　印刷費 5,000 0

　　　ＨＰ管理維持費 50,000 35,070

　　　『会報』編集補助 20,000 25,200

　　　手数料（振込み等） 35,000 33,725

　　　その他

７、予備費 300,000 100,000

　　当期支出合計（Ｂ） 2,305,000 1,644,091

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） -198,000 664,532

　　前期繰越額（Ｃ） 3,626,082 3,626,082

　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 3,428,082 4,290,614

　　　　2011年度日本比較文化学会　決算
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Ｉ　収入の部

１、資産運用収入

　　　利子 2,000

２、会費収入

　　　一般会員 2,075,000

　　　賛助会員 20,000

３、事業収入

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000

４、寄付収入

　　　寄付収入 0

５、その他 0

　　当期収入合計（A） 2,107,000

ＩＩ　支出の部

１、大会開催関連費

　　第34回大会費 300,000

　　第34回大会・海外会員補助 50,000

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費 60,00010,000円×6支部

３、『研究』発行費

　　　編集補助費 550,000

　　　発送費 600,000

外部委託による発送作業費

４、会員活動補助費

　　若手研究者海外渡航費補助 150,000

５、提携学会交流費 100,000

６、管理費

　　　事務局費 35,000

　　　交通費 50,000

　　　通信費 20,000

　　　事務費 30,000

　　　会議費 100,000

　　　印刷費 50,000

　　　ＨＰ管理維持費 50,000

　　　『会報』編集補助 25,000

　　　手数料（振込み等） 35,000

　　　外部委託初期費用 190,000

　　　外部委託データ管理等業務 380,000

７、予備費 100,000

　　当期支出合計（Ｂ） 2,875,000

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） -768,000

　　前期繰越額（Ｃ） 4,290,614

　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 3,522,614

　　　　2012年度日本比較文化学会　予算


《支部報告》
東北支部
＊[お知らせ]　関東支部及び東北支部合同大会

関東支部及び東北支部合同大会を開催します。発表希望者は、ご準備よろしくお願いします。

日時：2012年12月１日（土）13時～17時

場所：東北福祉大学（仙台市）

支部長　佐藤　和博
関東支部

＊[報告]　第31回関東支部研究発表会・2011年度支部総会
日時：2012年３月31日（土）午後２時～午後６時
　　　場所：創価大学国際交流センター　208教室
プログラム
１．研究発表
(1)カルロヴァ－・ペトラ（早稲田大学大学院）「近代日本の東洋学の発展―松本信広の研究に

影響を与えた学者たちに関する一考察―」
(2)薛格芳（明星大学大学院）「日本統治時代初等教育における『台湾歴史』―国民読本を中心

に―」
(3)佐藤知条（湘北短期大学）「スライド『日本周遊』にみるメディアと学校教育との関係」
(4)鈴井宣行（創価大学）「セネガルに真の民主化は根付くか？―2012年３月25日の大統領選

挙を振り返って―」
２．2011年度支部総会
役員改選と会計報告を行った。新支部役員の顔ぶれは以下のとおりである。
支部長：近藤俊明（東京未来大学）
副支部長：花澤聖子（神田外語大学）・高橋強（東海大学）・高山有紀（新島学園短期大学）
事務局長：鈴井宣行（創価大学）
会計監査：三浦幸子（都留文科大学）
セクシャルハラスメント委員：近藤俊明・三井真紀（九州ルーテル学院大学）
※なお、支部長の近藤先生は当面本務校の業務多忙につき、前支部長野口周一先生が業務を支援してくださることとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　近藤　俊明
中部支部

中部支部では、今年に入り６名の新入会員を迎え、徐々に支部活動が活発になっています。
＊[報告]　研究会
日時：2012年2月18日（土）　
場所：浜松市多文化共生センター
プログラム
研究発表

(1)上野咲恵（静岡県立大学大学院）「芸者と地域社会―伊東温泉で暮らした『小寿々』の1年―」
(2)白鳥絢也（星槎大学）「多文化教育への提言―ブラジル教科書の活用の視点から－」
＊[報告]　2012年3月　中支部総会　
・新事務局長：渡部いづみ（浜松学院大学）以外は全員留任
・支部研究会を秋に開催予定。会場は静岡市。
＊[報告]　2012年6月　臨時役員会、支部総会
・新役員・安藤雅之教授（常葉学園大学大学院）を選出承認
＊[お知らせ]　支部研究会
日時：2012年９月22日（土）　14:00～17:00
場所：静岡労政会館　第１研修室（５階）
〒420‐0851　静岡市葵区黒金町5‐1　JR静岡駅北口近郊（静岡駅より徒歩10分
支部長　岡本　武昭

関西支部

＊[報告]　2011年度３月例会
　　　日時：2012年３月17日（土）

　　　場所：同志社大学今出川キャンパス

プログラム

１．研究発表
(1) 山内由賀（京都大学大学院）「19世紀フランスの修道院女子教育－1852年聖心会『指導要領』
からの一考察』
(2) 西美都子（奈良女子大学大学院）「『スナーク狩り』に関する一考察－ベルマン、ベイカー、ブ
ッチャーを中心に」
(3) 國友万裕（同志社大学）「女性が語る男の人生－映画『ベンジャミン・バトンの数奇な人生』を
中心に」
２．講演
下鴨篤（同志社大学文化情報学部教授）「視覚表現文化への機能的アプローチ」
＊[お知らせ]

2012年度は10月、12月、３月に例会を予定しております。関西支部に所属され、研究発表をご希望の方は、ふるってご応募いただきますようお願い申し上げます。関西支部では、今年も新入会員の方々をお迎えし、活発な支部活動を行ってまいります。
支部長　北林　利治

中・四国支部

今年度は、６月に第34回全国大会開催を担当したこともあり、年２回のうちの前半を省略し、後半の研究会を来春２月下旬か３月上旬に予定しています。

次回は、日本語日本文化部会との共催予定です。多くの関係各位のご参加をお待ちしています。尚、詳細は、10月中旬に学会ＨＰにて紹介予定です。

支部長　奥村　訓代
九州支部
＊[報告]　第24回九州支部大会

九州支部大会を開催しました。関西支部の藤枝善之先生にもご発表をいただきました。今後も他支部からの発表は大歓迎いたしますので、多くの他支部会員のご発表をお待ちしております。発表の概要は以下の通りです。
日時：2012年３月10日（土）

場所：西南女学院大学

プログラム

研究発表

(1)林　裕二（西南女学院大学）「伊豆の踊子と二つの英訳の比較」

(2)藤枝　善之（京都外国語大学・短期大学）「名台詞の字幕翻訳」 
(3)山崎　祐一（長崎県立大学）「異文化理解の要素を取り入れた小学校外国語活動－子どもたちはどうしたら英語に興味を持つのか－」

(4)樋口　真己（西南女学院大学）「地域をつくる学びとしての地域学の意義（２）－筑豊における住民主体の環境学習の取り組みを手がかりに－」 
(5)藤山　和久（九州大学大学院）「原始の『闇』から文明の『病み』へ－Joseph Conradのアフリカ世界」
(6)塚本　美穂（福岡女子大学大学院）「『蝶の時代』におけるミラバル姉妹とアルバレスの関係」
(7)西岡　和子(西南女学院大学)「日本語ビジネス誌のレトリック構造」

＊[お知らせ]
次回の九州支部大会は、３月に久留米大学で開催いたします。九州支部の発展に大きく貢献された市川郢康先生の退職記念の盛大な大会にする予定です。詳細につきましては、ホームページに情報を出す予定です。すでに述べましたように、他支部からの参加も歓迎いたします。

支部長　八尋　春海
《事務局より》
　事務局長　長谷部　陽一郎
　今年の春から事務局の一部業務の外部委託を行っており、６月の総会前後までは引き継ぎの業務に追われておりましたが、それも一段落しホッと胸をなで下ろしております。具体的には、入退会、会員情報変更、および会費納入管理の業務を「あゆみコーポレーション」に委託しました。会員数も500名を大きく越えており、近年、業務負担の増大が事務局の懸念事項となっておりましたが、今回の業務委託は、将来のさらなる発展につながる事務体制作りの一環として意義深いものであると考えております。もちろん上記以外の事務局業務、例えば学会ウェブサイト管理、会報発行、会計管理、問い合わせへの対応等々につきましては、今まで以上に精力的に取り組んでまいりますので、今後とも変わらぬご協力の程、お願い申し上げます。
○会員情報更新のお願い
住所不明により学会誌や会報をお届けできない会員の方がいらっしゃいます。就職、転勤等によるお引越の際には忘れずに会員調査書に新情報をご記入の上、下記アドレスまでお送りください。なお会員調査書は学会ウェブサイトよりダウンロードしていただけます。
＜日本比較文化学会ウェブサイト入会・会員情報変更＞
http://hikakubunka.jp/?page_id=97

＜入会申込書・会員調査書送付先＞
あゆみコーポレーション（業務委託先） hikakubunka@a-youme.jp
○会費納入のお願い
会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。２年以上未納（学生会員については１年以上）の場合には会員資格を失うことになりますのでご注意ください。
＜会費振込情報＞
郵便振替口座番号：02570-6-8921　加入者名:日本比較文化学会
振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。
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2011決算

		　　　　2011年度日本比較文化学会　決算ネンドニホンヒカクブンカガッカイケッサン

		科　　　　目カメ		2011年度予算ネンドヨサン		2011年度決算ネンドケッサン



		Ｉ　収入の部シュウニュウブ

		１、資産運用収入シサンウンヨウシュウニュウ

		　　　利子リシ		2,000		623



		２、会費収入カイヒシュウニュウ

		　　　一般会員イッパンカイイン		2,075,000		1,938,000

		　　　賛助会員サンジョカイイン		20,000		20,000



		３、事業収入ジギョウシュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入ヒカクブンカケンキュウハイフシュウニュウ		10,000		0



		４、寄付収入キフシュウニュウ

		　　　寄付収入キフシュウニュウ		0		0



		５、その他タ		0		350,000

		　　当期収入合計（A）トウキシュウニュウゴウケイ		2,107,000		2,308,623



		ＩＩ　支出の部シシュツブ

		１、大会開催関連費タイカイカイサイカンレンヒ

		　　第33回大会費ダイカイタイカイヒ		300,000		300,000

		　　第33回大会・海外会員補助ダイカイタイカイカイガイカイインホジョ		50,000		50,000



		２、支部運営補助費シブウンエイホジョヒ

		　　　支部運営補助費シブウンエイホジョヒ		50,000		60,000



		３、『研究』発行費ケンキュウハッコウヒ

		　　　編集補助費ヘンシュウホジョヒ		550,000		517,400

		　　　発送費ハッソウヒ		360,000		398,162



		４、会員活動補助費カイインカツドウホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助ワカテケンキュウシャカイガイトコウヒホジョ		150,000		0



		５、提携学会交流費テイケイガッカイコウリュウヒ		100,000		58,490



		６、管理費カンリヒ

		　　　事務局費ジムキョクヒ		35,000		9,994

		　　　交通費コウツウヒ		50,000		18,400

		　　　通信費ツウシンヒ		20,000		1,480

		　　　事務費ジムヒ		30,000		30,000

		　　　会議費カイギヒ		200,000		6,170

		　　　印刷費インサツヒ		5,000		0

		　　　ＨＰ管理維持費カンリイジヒ		50,000		35,070

		　　　『会報』編集補助カイホウヘンシュウホジョ		20,000		25,200

		　　　手数料（振込み等）テスウリョウフリコトウ		35,000		33,725

		　　　その他タ



		７、予備費ヨビヒ		300,000		100,000



		　　当期支出合計（Ｂ）トウキシシュツゴウケイ		2,305,000		1,644,091



		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ）トウキシュウシサガク		-198,000		664,532

		　　前期繰越額（Ｃ）ゼンキクリコシガク		3,626,082		3,626,082

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ）ジキクリコシガク		3,428,082		4,290,614

						 





2012予算

		　　　　2012年度日本比較文化学会　予算ネンドニホンヒカクブンカガッカイヨサン

		科　　　　目カメ		2012年度予算ネンドヨサン		摘要テキヨウ



		Ｉ　収入の部シュウニュウブ

		１、資産運用収入シサンウンヨウシュウニュウ

		　　　利子リシ		2,000



		２、会費収入カイヒシュウニュウ

		　　　一般会員イッパンカイイン		2,075,000

		　　　賛助会員サンジョカイイン		20,000



		３、事業収入ジギョウシュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入ヒカクブンカケンキュウハイフシュウニュウ		10,000



		４、寄付収入キフシュウニュウ

		　　　寄付収入キフシュウニュウ		0



		５、その他タ		0

		　　当期収入合計（A）トウキシュウニュウゴウケイ		2,107,000



		ＩＩ　支出の部シシュツブ

		１、大会開催関連費タイカイカイサイカンレンヒ

		　　第34回大会費ダイカイタイカイヒ		300,000

		　　第34回大会・海外会員補助ダイカイタイカイカイガイカイインホジョ		50,000



		２、支部運営補助費シブウンエイホジョヒ

		　　　支部運営補助費シブウンエイホジョヒ		60,000		10,000円×6支部エンシブ



		３、『研究』発行費ケンキュウハッコウヒ

		　　　編集補助費ヘンシュウホジョヒ		550,000

		　　　発送費ハッソウヒ		600,000		外部委託による発送作業費ガイブイタクハッソウサギョウヒ



		４、会員活動補助費カイインカツドウホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助ワカテケンキュウシャカイガイトコウヒホジョ		150,000



		５、提携学会交流費テイケイガッカイコウリュウヒ		100,000



		６、管理費カンリヒ

		　　　事務局費ジムキョクヒ		35,000

		　　　交通費コウツウヒ		50,000

		　　　通信費ツウシンヒ		20,000

		　　　事務費ジムヒ		30,000

		　　　会議費カイギヒ		100,000

		　　　印刷費インサツヒ		50,000

		　　　ＨＰ管理維持費カンリイジヒ		50,000

		　　　『会報』編集補助カイホウヘンシュウホジョ		25,000

		　　　手数料（振込み等）テスウリョウフリコトウ		35,000

		　　　外部委託初期費用ガイブイタクショキヒヨウ		190,000

		　　　外部委託データ管理等業務ガイブイタクカンリナドギョウム		380,000



		７、予備費ヨビヒ		100,000



		　　当期支出合計（Ｂ）トウキシシュツゴウケイ		2,875,000



		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ）トウキシュウシサガク		-768,000

		　　前期繰越額（Ｃ）ゼンキクリコシガク		4,290,614

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ）ジキクリコシガク		3,522,614

						 






2011決算

		　　　　2011年度日本比較文化学会　決算 ネンド ニホン ヒカク ブンカ ガッカイ ケッサン

		科　　　　目 カ メ		2011年度予算 ネンド ヨサン		2011年度決算 ネンド ケッサン



		Ｉ　収入の部 シュウニュウ ブ

		１、資産運用収入 シサン ウンヨウ シュウニュウ

		　　　利子 リシ		2,000		623



		２、会費収入 カイヒ シュウニュウ

		　　　一般会員 イッパン カイイン		2,075,000		1,938,000

		　　　賛助会員 サンジョ カイイン		20,000		20,000



		３、事業収入 ジギョウ シュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入 ヒカク ブンカ ケンキュウ ハイフ シュウニュウ		10,000		0



		４、寄付収入 キフ シュウニュウ

		　　　寄付収入 キフ シュウニュウ		0		0



		５、その他 タ		0		350,000

		　　当期収入合計（A） トウキ シュウニュウ ゴウケイ		2,107,000		2,308,623



		ＩＩ　支出の部 シシュツ ブ

		１、大会開催関連費 タイカイ カイサイ カンレン ヒ

		　　第33回大会費 ダイ カイ タイカイ ヒ		300,000		300,000

		　　第33回大会・海外会員補助 ダイ カイ タイカイ カイガイ カイイン ホジョ		50,000		50,000



		２、支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ

		　　　支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ		50,000		60,000



		３、『研究』発行費 ケンキュウ ハッコウ ヒ

		　　　編集補助費 ヘンシュウ ホジョ ヒ		550,000		517,400

		　　　発送費 ハッソウ ヒ		360,000		398,162



		４、会員活動補助費 カイイン カツドウ ホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助 ワカテ ケンキュウシャ カイガイ トコウ ヒ ホジョ		150,000		0



		５、提携学会交流費 テイケイ ガッカイ コウリュウヒ		100,000		58,490



		６、管理費 カンリヒ

		　　　事務局費 ジムキョク ヒ		35,000		9,994

		　　　交通費 コウツウヒ		50,000		18,400

		　　　通信費 ツウシンヒ		20,000		1,480

		　　　事務費 ジムヒ		30,000		30,000

		　　　会議費 カイギヒ		200,000		6,170

		　　　印刷費 インサツ ヒ		5,000		0

		　　　ＨＰ管理維持費 カンリ イジヒ		50,000		35,070

		　　　『会報』編集補助 カイホウ ヘンシュウ ホジョ		20,000		25,200

		　　　手数料（振込み等） テスウリョウ フリコ トウ		35,000		33,725

		　　　その他 タ



		７、予備費 ヨビヒ		300,000		100,000



		　　当期支出合計（Ｂ） トウキ シシュツ ゴウケイ		2,305,000		1,644,091



		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） トウキ シュウシ サガク		-198,000		664,532

		　　前期繰越額（Ｃ） ゼンキ クリコシ ガク		3,626,082		3,626,082

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） ジキ クリコシ ガク		3,428,082		4,290,614

						 





2012予算

		　　　　2012年度日本比較文化学会　予算 ネンド ニホン ヒカク ブンカ ガッカイ ヨサン

		科　　　　目 カ メ		2012年度予算 ネンド ヨサン		摘要 テキヨウ



		Ｉ　収入の部 シュウニュウ ブ

		１、資産運用収入 シサン ウンヨウ シュウニュウ

		　　　利子 リシ		2,000



		２、会費収入 カイヒ シュウニュウ

		　　　一般会員 イッパン カイイン		2,075,000

		　　　賛助会員 サンジョ カイイン		20,000



		３、事業収入 ジギョウ シュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入 ヒカク ブンカ ケンキュウ ハイフ シュウニュウ		10,000



		４、寄付収入 キフ シュウニュウ

		　　　寄付収入 キフ シュウニュウ		0



		５、その他 タ		0

		　　当期収入合計（A） トウキ シュウニュウ ゴウケイ		2,107,000



		ＩＩ　支出の部 シシュツ ブ

		１、大会開催関連費 タイカイ カイサイ カンレン ヒ

		　　第34回大会費 ダイ カイ タイカイ ヒ		300,000

		　　第34回大会・海外会員補助 ダイ カイ タイカイ カイガイ カイイン ホジョ		50,000



		２、支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ

		　　　支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ		60,000		10,000円×6支部 エン シブ



		３、『研究』発行費 ケンキュウ ハッコウ ヒ

		　　　編集補助費 ヘンシュウ ホジョ ヒ		550,000

		　　　発送費 ハッソウ ヒ		600,000		外部委託による発送作業費 ガイブ イタク ハッソウ サギョウ ヒ



		４、会員活動補助費 カイイン カツドウ ホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助 ワカテ ケンキュウシャ カイガイ トコウ ヒ ホジョ		150,000



		５、提携学会交流費 テイケイ ガッカイ コウリュウヒ		100,000



		６、管理費 カンリヒ

		　　　事務局費 ジムキョク ヒ		35,000

		　　　交通費 コウツウヒ		50,000

		　　　通信費 ツウシンヒ		20,000

		　　　事務費 ジム ヒ		30,000

		　　　会議費 カイギヒ		100,000

		　　　印刷費 インサツ ヒ		50,000

		　　　ＨＰ管理維持費 カンリ イジヒ		50,000

		　　　『会報』編集補助 カイホウ ヘンシュウ ホジョ		25,000

		　　　手数料（振込み等） テスウリョウ フリコ トウ		35,000

		　　　外部委託初期費用 ガイブ イタク ショキ ヒヨウ		190,000

		　　　外部委託データ管理等業務 ガイブ イタク カンリ ナド ギョウム		380,000



		７、予備費 ヨビヒ		100,000



		　　当期支出合計（Ｂ） トウキ シシュツ ゴウケイ		2,875,000



		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） トウキ シュウシ サガク		-768,000

		　　前期繰越額（Ｃ） ゼンキ クリコシ ガク		4,290,614

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） ジキ クリコシ ガク		3,522,614

						 






